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あ 

と 

が 

き 

 

芦
屋
市
史
の
編
集
事
業
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
戦
後
の
復
興
が
ま
だ
で
き
ず
、
諸
事
す
べ
て
不
自
由
で
あ
っ 

た
と
き
、
阪
神
間
諸
市
に
さ
き
が
け
て
芦
屋
市
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
著
手
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
広
島
大
学
教
授
で
あ 

っ
た
魚
澄
惣
五
郎
博
士
が
編
集
委
員
長
の
任
に
つ
か
れ
、
武
藤
誠
・
有
坂
隆
道
・
末
中
哲
夫
の
三
名
が
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。
魚 

澄
博
士
は
市
当
局
の
期
待
に
こ
た
え
て
、
乏
し
い
予
算
に
か
か
わ
ら
ず
深
い
学
識
と
、
豊
富
な
地
方
史
編
さ
ん
の
経
験
を
も
っ
て
修 

史
の
業
を
主
宰
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
四
月
、
広
島
大
学
を
辞
任
さ
れ
、
関
西
大
学
教
授
に
転
じ
ら
れ
た
の
で
事
業
計
画
は
い
っ 

そ
う
順
調
に
進
捗
し
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
に
い
た
る
六
年
間
に
本
篇
（
二
九
八
頁
）・
史
料
篇
一
（
二
六
三
頁
）・
史
料
篇
二
（
一 

五
四
頁
）・
年
表
（
一
二
二
頁
）
が
分
冊
刊
行
さ
れ
た
。 

去
る
昭
和
四
十
四
年
三
月
、
市
当
局
は
教
育
委
員
会
と
と
も
に
、
芦
屋
市
が
四
十
五
年
十
一
月
に
迎
え
る
市
制
三
十
周
年
を
記
念 

す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
史
の
再
刊
を
企
画
し
た
。
不
幸
に
し
て
魚
澄
博
士
は
、
芦
屋
市
史
完
成
後
間
も
な
く
、
三
十
六
年
三 

月
に
永
逝
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
企
画
は
さ
き
に
委
員
で
あ
っ
た
武
藤
・
有
坂
・
末
中
の
三
名
に
議
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

既
刊
の
芦
屋
市
史
は
、
当
時
の
市
の
財
政
事
情
や
出
版
事
情
に
拘
束
さ
れ
て
紙
幅
に
制
限
を
う
け
、
か
つ
分
冊
出
版
（
年
表
は
二 

十
八
年
三
月
、
史
料
篇
一
は
三
十
年
三
月
、
本
篇
は
三
十
一
年
十
一
月
、
史
料
篇
二
は
三
十
二
年
三
月
に
刊
行
）
さ
れ
て
お
り
、
そ 

の
装
釘
も
い
ち
よ
う
で
な
か
っ
た
し
、
刊
行
後
す
で
に
一
〇
余
年
を
経
過
し
、
そ
の
間
の
日
本
の
い
ち
じ
る
し
い
国
勢
の
進
展
を
反 
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映
し
て
市
を
め
ぐ
る
諸
般
の
様
相
の
変
化
も
大
き
く
、
ま
た
史
学
の
進
歩
も
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
と
に
土
地
開
発
に
と
も 

な
っ
て
行
な
わ
れ
た
古
代
の
遺
跡
調
査
に
よ
っ
て
幾
多
の
新
知
見
を
加
え
て
い
る
ゆ
え
、
芦
屋
市
史
の
増
補
再
版
は
、
そ
れ
を
執
筆 

編
集
し
た
わ
れ
わ
れ
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
市
の
企
画
に
賛
同
し
た
。
そ
こ
で
同
年
四
月
、
編
集
専
門
委
員
の
委
嘱
が
行
な 

わ
れ
た
。
専
門
委
員
に
は
右
の
三
名
の
ほ
か
、
多
年
芦
屋
市
域
の
古
文
化
財
調
査
に
当
り
、
市
教
育
委
員
会
の
文
化
財
保
護
行
政
に 

つ
ね
に
協
力
し
て
い
る
村
川
行
弘
が
加
え
ら
れ
四
名
を
も
っ
て
編
集
委
員
会
を
構
成
、
武
藤
委
員
が
委
員
長
と
な
っ
た
。 

編
集
事
務
は
市
民
部
（
部
長
山
崎
三
郎
、
の
ち
参
事
田
中
忠
雄
担
当
業
務
と
な
る
）
の
市
民
文
化
室
（
室
長
大
谷
良
介
、
の
ち
和 

田
実
に
交
迭
）
の
所
管
業
務
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
発
足
し
、
芦
屋
市
民
会
館
内
に
編
集
室
が
設
け
ら
れ
た
。
主 

査
岩
本
昌
三
が
専
任
の
事
務
担
当
者
と
な
り
、
史
料
採
訪
調
査
な
ど
専
門
委
員
の
研
究
調
査
を
た
す
け
る
た
め
島
田
竜
雄
、
高
橋
隆 

博
が
編
集
事
務
嘱
託
と
な
っ
た
。
嘱
託
に
は
同
年
十
月
か
ら
田
中
敬
子
が
加
わ
っ
た
。
（
四
十
六
年
八
月
高
谷
和
子
、
つ
い
で
桑
田 

悦
子
と
交
替
） 

こ
う
し
て
編
集
事
業
の
体
制
が
と
と
の
え
ら
れ
た
が
、
市
史
の
性
格
上
各
方
面
の
協
力
を
必
要
と
す
る
の
で
、
井
田
建
次
郎
・
松 

井
駒
太
郎
・
天
王
寺
谷
又
之
助
・
是
常
長
治
・
三
枝
秀
行
・
細
川
久
吉
の
諸
氏
が
市
史
編
集
委
員
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
助
役
林
利 

市
・
教
育
委
員
長
井
間
晧
之
・
市
議
会
副
議
長
下
川
満
と
市
民
部
長
山
崎
三
郎
（
四
十
四
年
十
月
か
ら
参
事
田
中
忠
雄
）
が
市
側
か 

ら
加
わ
り
、
編
集
事
業
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
援
助
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

今
次
の
市
史
刊
行
は
、
市
制
三
十
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
た
め
、
市
当
局
は
そ
の
記
念
日
で
あ
る
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十
日
の 

発
刊
を
予
定
し
、
編
集
専
門
委
員
も
、
増
補
再
刊
と
い
う
事
情
か
ら
そ
の
方
針
を
も
つ
て
修
史
作
業
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
市 
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に
つ
づ
い
て
市
史
を
発
刊
し
た
西
宮
市
、
尼
崎
市
、
伊
丹
市
の
修
史
事
業
を
契
機
と
し
て
、
市
の
内
外
か
ら
の
新
史
料
の
発
見
が
あ 

り
、
ま
た
上
述
し
た
よ
う
に
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
よ
る
新
資
料
が
多
く
、
単
に
既
刊
市
史
の
補
筆
に
と
ど
め
る
こ
と
は
学
問 

上
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
研
究
調
査
の
す
す
む
う
ち
に
明
ら
か
と
な
り
、
全
く
新
し
く
書
き
あ
ら
た
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
加
え
て
こ 

の
間
、
委
員
の
勤
務
す
る
大
学
に
お
け
る
か
っ
て
な
い
紛
争
が
な
お
継
続
し
た
た
め
、
予
定
し
た
よ
う
に
稿
を
す
す
め
る
こ
と
が
出 

来
ず
、
刊
行
予
定
日
限
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
情
に
対
し
理
解
あ
る
措
置
を
講
じ
て
下
さ
っ
た
渡
辺
市
長 

は
じ
め
市
当
局
な
ら
び
に
編
集
委
員
会
委
員
各
位
に
対
し
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

史
料
調
査
と
執
筆
は
専
門
委
員
が
お
の
お
の
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
に
応
じ
分
担
し
た
が
、
特
殊
事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門 

研
究
者
に
調
査
な
ら
び
に
執
筆
を
依
頼
し
た
。
す
な
わ
ち
地
理
学
関
係
に
つ
い
て
は
自
然
地
理
分
野
を
前
田
昇
氏
に
、
人
文
地
理
分 

野
を
末
尾
至
行
・
橋
本
征
治
・
武
藤
直
の
三
氏
に
、
民
俗
学
関
係
に
つ
い
て
は
上
井
久
義
氏
に
委
託
し
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
感
謝 

の
意
を
表
す
る
。 

全
巻
の
執
筆
分
担
を
記
す
と
、
第
一
章
は
前
田
昇
が
専
ら
筆
を
執
り
、
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
は
村
川
委
員
が
主
と
し
て
担
当 

し
、
武
藤
委
員
が
参
与
し
た
。
第
四
章
と
第
五
章
は
有
坂
委
員
が
高
橋
嘱
託
の
助
力
を
え
て
執
筆
し
た
が
、
第
四
章
第
五
節
の
う
ち 

の
文
化
財
関
係
事
項
と
、
第
五
章
第
二
節
は
村
川
委
員
が
、
ま
た
第
五
章
第
五
節
は
島
田
嘱
託
、
同
六
節
は
上
井
久
義
氏
、
同
七
節 

は
未
中
委
員
が
分
担
執
筆
し
た
。
第
六
章
は
島
田
嘱
託
が
担
当
し
、
第
三
節
を
橋
本
征
治
氏
に
委
託
し
た
。
第
七
章
は
未
中
委
員
が 

担
当
執
筆
し
た
が
、
第
七
節
(一)
第
九
節
(三)
・
(四)
は
末
尾
至
行
氏
の
、
第
七
節
(二)
お
よ
び
第
八
節
は
武
藤
直
氏
の
、
第
九
節
(一)
・
(二)
は 

橋
本
征
治
氏
の
執
筆
で
あ
る
。 
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右
に
記
し
た
よ
う
に
多
く
の
分
担
執
筆
が
あ
る
の
で
全
篇
と
し
て
の
統
一
に
意
を
用
い
武
藤
委
員
が
主
と
し
て
こ
れ
に
当
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
脱
稿
時
期
に
前
後
が
あ
り
、
推
敲
の
時
日
も
じ
う
ぶ
ん
な
か
っ
た
の
で
文
辞
の
不
統
一
や
叙
述
の
重
複
が
あ
る
こ
と 

を
お
そ
れ
る
。 

発
刊
に
際
し
、
資
料
の
閲
覧
や
そ
の
使
用
に
つ
い
て
好
意
あ
る
協
力
を
賜
っ
た
国
会
図
書
館
・
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
山 

口
県
文
書
館
・
竹
田
市
立
図
書
館
・
元
竹
田
市
立
図
書
館
長
北
村
清
士
氏
・
兵
庫
県
史
編
集
室
・
西
宮
市
行
政
資
料
室
・
尼
崎
市
教 

育
委
員
会
・
尼
崎
市
史
編
集
室
・
伊
丹
市
史
編
集
室
に
対
し
て
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
。 

ま
た
大
阪
城
石
垣
刻
印
調
査
に
際
し
援
助
を
賜
っ
た
大
阪
市
立
博
物
館
は
じ
め
関
係
諸
機
関
、
考
古
学
資
料
の
調
査
や
製
図
に
労 

を
い
と
わ
ず
奉
仕
し
て
下
さ
っ
た
尼
崎
貞
子
氏
と
芦
ノ
芽
グ
ル
ー
プ
の
諸
氏
、
史
料
の
採
訪
に
厚
意
を
も
っ
て
協
力
し
て
下
さ
っ
た 

所
蔵
家
各
位
な
ら
び
に
北
野
久
雄
氏
、
作
図
の
た
め
に
協
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
森
三
蔵
氏
、
本
書
の
印
刷
に
当
り
終
始
誠
意
を 

も
っ
て
作
業
を
す
す
め
て
下
さ
っ
た
凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
担
当
職
員
諸
氏
に
対
し
て
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。 

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
一
日 

芦
屋
市
史
編
集
専
門
委
員 

武 
 

藤 
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